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理数科のポイント



平成28年12月の中央教育審議会答申において，将来，学術
研究を通じた知の創出をもたらすことができる創造性豊かな
人材の育成を目指し，そのための基礎的な資質・能力を身に
付けることができる数学・理科にわたる新たな探究的科目の
設定が提言されたことを受けて新設

「理数探究基礎」と「理数探究」の２科目で構成
「理数探究基礎」及び「理数探究」の履修に順序はないが，
「理数探究基礎」 を履修した上で

「理数探究」を履修することが望ましい。

新教科「理数」のポイント 解説p6~8,15



高等学校の数学・理科にわたる探究的科目の学習過程（探究の過程）のイメージ

解説p14



様々な事象に関わり，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなど
して働かせ，探究の過程を通して，課題を解決するために必要な資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。
(1) 対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を身に付けるようにする。

【知識及び技能】
(2) 多角的，複合的に事象を捉え，数学や理科などに関する課題を設定して探究し，

課題を解決する力を養うとともに創造的な力を高める。
【思考力，判断力，表現力等】

(3) 様々な事象や課題に向き合い，粘り強く考え行動し，課題の解決や新たな価値の
創造に向けて積極的に挑戦しようとする態度，探究の過程を振り返って評価・改善
しようとする態度及び倫理的な態度を養う。
【学びに向かう力，人間性等】

理数科の目標 解説p10



新科目の概要

理数探究基礎（標準単位数 1）

様々な事象に関わり,数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方
を組み合わせるなどして働かせ,探究の過程を通して,課題を解決
するために必要な基本的な資質・能力を育成する科目
この科目の特徴は,探究の過程全体を自ら遂行するために必要な
基本的な知識及び技能を身に付け,粘り強く考え行動し,課題の解決
に向けて挑戦しようとする態度を養うなど,課題を解決するために
必要な基本的な資質・能力を育成すること
教科書の発行

解説p17



新科目の概要

様々な事象に関わり,数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を
組み合わせるなどして働かせ,探究の過程を通して,課題を解決する
ために必要な資質・能力を育成する科目

この科目の特徴は,生徒自らが課題を設定した上で,
主体的に探究の過程を遂行し,探究の成果などについて
報告書を作成させるなど,課題を解決するために
必要な資質・能力を育成すること

解説p28

理数探究 (標準単位数２～５)



指導に当たっては，数学又は理科の教師が指導を行うこと。
その際，探究の質を高める観点から，数学及び理科の教師を
中心に，複数の教師が協働して指導に当たるなど指導体制を
整えることにも配慮すること

理数の「理数探究基礎」又は「理数探究」の履修により，
総合的な探究の時間の履修と同様の成果が期待できる場合に
おいては，「理数探究基礎」又は「理数探究」の履修をもって
総合的な探究の時間の履修の一部
又は全部に替えることができる

指導体制の在り方，履修上の配慮について

（解説p47）

（解説p55）



新教科「理数」と「総合的な探究の時間」の探究の過程の比較
解説p39



学習評価について



国立教育政策研究所が作成した資料について



「知識・技能」をどのように把握するか
資料p42

探究するために必要な知識を身に付けているかについて，
発言や記述の内容，ペーパーテストなどから実現状況を把
握する。また，探究するために必要な技能を身に付けてい
るかとともに，観察，実験，調査等の計画的な実施，結果
の記録や整理，資料の活用の仕方などを身に付けているか
について，行動の観察や記述の内容，パフォーマンステス
ト，ペーパーテストなどから実現状況を把握する。



「思考・判断・表現」をどのように把握するか

多角的，複合的に事象を捉え，課題を設定して探究し，課
題を解決するための力を身に付けているかや，科学的に探
究する過程において思考・判断・表現しているかについて，
発言や記述の内容，レポート，ポスターなどから実現状況
を把握する。

資料p42



「主体的に学習に取り組む態度」をどのように把握するか

様々な事象や課題に知的好奇心をもって向き合い，粘り強
く考え行動し，課題の解決に向けて挑戦しようとしている
かについて，発言や記述の内容，行動の観察などから実現
状況を把握する。

資料p42



学習評価の進め方



単元の目標を作成
する

単元の評価規準を
作成する

指導と評価の計画
を立てる

授業（指導と評
価）を行う 評価の総括を行う

「内容のまとまり
ごとの評価規準」
を作成する

「内容のまとまり」とは・・・

高等学校理数科の観点別学習状況の評価の進め方



本参考資料においては，
「理数探究基礎」，「理数探究」ともに
科目全体を一つの「内容のまとまり」と整理

※「理数探究基礎」と「理数探究」の
「内容のまとまりごとの評価規準(例)」
をそれぞれp34とp36に掲載

高等学校理数科の「内容のまとまり」について
資料p29



「内容のまとまりごとの評
価規準」を基に作成する。

単元の目標を作
成する

指導と評価の計画
を立てる

授業（指導と評
価）を行う 評価の総括を行う

「内容のまとまりごと
の評価規準」を作
成する

科目全体を「内容の
まとまり」としている。

「単元」とは・・・

高等学校理数科の観点別学習状況の評価の進め方

単元の評価規準
を作成する



例えば，
・「導入としての探究活動の段階」
・「探究活動を本格化させていく段階」に分けて

それぞれを「単元」としたり，

さらに，後者の段階については，探究活動ごとに
「単元」としたりすることも考えられる。

「理数探究基礎」の「単元」について
資料p40



例えば，
・「課題の設定」，「課題解決の過程」，

「分析・考察・推論」，「表現・伝達」など，
探究の各過程を「単元」とすることが考えられる。

・「課題の設定」の単元と，「課題解決の過程」以降の
過程をまとめた単元にすることも考えられる。

※ 実際の探究の過程は必ずしも一方向
の流れではないことにも留意

「理数探究」の「単元」について
資料p40



・「単元」の「目標」は，
「内容のまとまり」を基に単元全体を見通して作成する。

・「単元」の「評価規準」は，
「内容のまとまりごとの評価規準」を基に作成する。

「単元」の「目標」と評価規準の作成について
資料p40



単元の目標を作成
する

単元の評価規準を
作成する

指導と評価の計画
を立てる

授業（指導と評
価）を行う 評価の総括を行う

総括に用いる評価の記録については，
場面を精選する。

「内容のまとまりごと
の評価規準」を作
成する

科目全体を「内容の
まとまり」としている。

「単元」を決める。 「内容のまとまりごとの評
価規準」を基に作成する。

高等学校理数科の観点別学習状況の評価の進め方



指導と評価の計画を作成する
資料p57等



単元の目標を作成
する

単元の評価規準を
作成する

指導と評価の計画を
立てる

授業（指導と評
価）を行う

評価の総括を行う

総括に用いる評価の記録については，
場面を精選する。

「内容のまとまりごと
の評価規準」を作
成する

科目全体を「内容の
まとまり」としている。

「単元」を決める。 「内容のまとまりごとの評
価規準」を基に作成する。

高等学校理数科の観点別学習状況の評価の進め方
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